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代表質問（要旨）

茨城空港ターミナルビル（イメージ）

国民文化祭でのオペラ「小野小町百年の恋」

議
員
（
民
主
）　

最
近
県
民
の
間
に

茨
城
空
港
は
税
金
無
駄
遣
い
の
温
床

で
あ
る
と
の
意
識
が
広
が
り
危
惧
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
空
港
は
最

近
で
き
た
静
岡
、
神
戸
空
港
と
比
較

し
て
も
三
分
の
一
程
度
の
約
八
十
億

円
程
度
で
で
き
る
な
ど
、
県
民
へ
の

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
本
事
業
の
効

果
は
ど
の
程
度
か
。
そ
の
効
果
の
高

さ
を
積
極
的
に
県
民
に
伝
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

知
事　

国
が
設
置
管
理
す
る
た
め
、

県
の
維
持
管
理
費
が
か
か
ら
ず
、
外

国
人
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
経
済
効

果
だ
け
を
一
定
の
仮
定
の
下
に
推
計

し
て
み
て
も
国
際
便
一
日
一
便
で
年

間
十
億
円
と
の
試
算
が
出
て
い
る
。

今
後
も
県
民
に
対
し
様
々
な
方
法
で

事
業
効
果
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
。

議
員　

住
宅
供
給
公
社
、
土
地
開
発

公
社
に
つ
い
て
は
十
八
年
度
か
ら
十

年
間
、
経
営
支
援
の
た
め
血
税
を
投

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
十

年
の
支
援
期
間
は
責
任
が
曖
昧
に
な

り
長
す
ぎ
る
。
ま
た
大
規
模
な
住
宅

団
地
が
期
間
内
に
売
れ
る
と
は
到
底

思
え
ず
、
こ
れ
以
上
県
民
負
担
を
増

や
さ
な
い
た
め
前
倒
し
で
清
算
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

国
で
は
第
三
セ
ク
タ
ー
や
地

方
公
社
を
整
理
・
再
生
す
る
際
に
必

要
と
な
る
経
費
に
つ
い
て
、
新
た
に

地
方
債
を
発
行
で
き
る
制
度
を
今
国

会
で
審
議
中
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の

公
社
に
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
積
極

的
に
検
討
す
る
。

議
員　

こ
の
経
済
危
機
の
中
で
は
大

型
の
企
業
誘
致
案
件
は
出
て
こ
な
い
。

し
か
し
本
県
の
企
業
誘
致
は
小
規
模

案
件
に
は
敷
居
が
高
い
と
の
声
を
聞

く
。
小
規
模
な
引
き
合
い
に
対
す
る

企
業
誘
致
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
伺
う
。

知
事　

小
区
画
売
り
は
追
加
の
イ
ン

フ
ラ
工
事
の
費
用
が
か
か
る

な
ど
割
高
に
な
る
が
、
専
用

区
画
を
設
け
一
定
期
間
重
点

的
に
募
集
し
た
り
、
最
小
限

の
整
備
で
区
画
分
割
で
き
る

場
所
に
つ
い
て
は
千
坪
程
度

ま
で
対
応
す
る
。
さ
ら
に
一

部
団
地
で
の
価
格
値
下
げ
や

多
様
な
分
譲
手
法
の
活
用
な

ど
に
よ
り
小
規
模
案
件
の
積

極
的
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

産
科
医
が
派
遣
元
の

大
学
病
院
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
た
め
四
月
か
ら
日
製
日
立

総
合
病
院
の
産
科
機
能
が
休

止
と
な
る
。
こ
の
地
域
の
地

域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
で
も
あ
り
一
日
も
早
い

再
開
を
強
く
求
め
た
い
。
そ

れ
と
同
時
に
休
止
中
の
周
産

期
医
療
体
制
に
万
全
を
期
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
休
止
中
に

お
け
る
県
北
地
域
の
周
産
期
医
療
体

制
を
ど
う
整
備
し
て
い
く
か
伺
う
。

知
事　

当
該
地
域
の
周
産
期
医
療
は

県
央
・
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
総
合
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
水
戸

済
生
会
総
合
病
院
及
び
県
立
こ
ど
も

病
院
が
担
う
。
ま
た
県
立
こ
ど
も
病

院
に
つ
い
て
は
、
新
生
児
患
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ｃ

Ｕ
※
を
予
定
を
早
め
四
月
か
ら
稼
働
さ

せ
る
。
さ
ら
に
、
各
総
合
周
産
期
医

療
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
※
の

増
床
な
ど
、
受
入
体
制
の
充
実
を
働

き
か
け
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
雇
用
危
機
へ
の
対
応
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
森
林
整
備
な

ど
も
質
問
）

※【GCU】…新生児後方病室（Growing Care Unit）。NICUで高度な集中治療を受けて容態が落ち着いた新生児が退院の準備などをする施設。
※【NICU】…新生児集中治療室（Neonatal Intensive Care Unit）。重症の新生児などが高度な医療を受けられる施設。

ことば

議
員
（
公
明
）　

産
業
と
文
化
芸
術
は
、

車
の
両
輪
で
あ
り
、
本
県
は
文
化
芸

術
大
県
も
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
国

民
文
化
祭
を
踏
ま
え
た
文
化
芸
術
振

興
対
策
に
つ
い
て
の
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

昨
年
十
一
月
に
開
催
し
た
国

民
文
化
祭
を
契
機
に
、
文
化
の
担
い

手
の
す
そ
野
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で

き
、
全
国
に
誇
れ
る
文
化
的
な
財
産

や
、
行
政
と
団
体
、
住
民
、
学
生
な

ど
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
文
化
イ
ベ

ン
ト
に
取
り
組
む
体
制
も
生
ま
れ
て

き
て
い
る
。

　

今
後
は
、
国
民
文
化
祭
の
成
果
を

生
か
す
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ

て
き
た
芸
術
文
化
や
地
域
に
根
差
し

た
伝
統
文
化
な
ど
、
県
内
の
文
化
芸

術
活
動
の
活
性
化
に
努
め
る
な
ど
、

し
っ
か
り
と
文
化
芸
術
振
興
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

本
県
企
業
を
取
り
巻
く
経
済

環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
中

小
企
業
対
策
に
対
す
る
知
事
の
所
見

を
伺
う
。

知
事　

昨
年
十
一
月
に
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
融
資
に
緊
急
保
証
枠
を
創
設

し
、
資
金
繰
り
対
策
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
年
度
末
の
資
金
需
要
や
今
後

の
厳
し
い
経
済
見
通
し
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
融
資
枠
を
確
保
す
る
。

　

ま
た
、
借
り
換
え
に
よ
り
融
資
期

間
を
延
長
し
、
月
々
の
返
済
額
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
多
く
の
受

注
機
会
の
提
供
や
、
販

路
の
拡
大
を
図
る
。

　

ま
た
、
経
営
面
、
技

術
面
の
支
援
を
行
う
ほ

か
、
い
ば
ら
き
産
業
大

県
創
造
基
金
に
よ
る
新

た
な
製
品
や
技
術
、

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
通

じ
て
、
新
産
業
の
育
成
、

創
出
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

（
仮
称
）
イ
オ

ン
土
浦
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
開
業
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
と
の

か
か
わ
り
を
強
く
す
る
な
ど
、
県
南 

土
浦
の
購
買
力
を
共
有
す
る
と
い
う

取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
が
、
知
事
の

所
見
を
伺
う
。

知
事　

大
型
店
の
出
店
後
に
お
い
て

も
、
地
元
商
業
者
が
疲
弊
す
る
こ
と

な
く
営
業
を
継
続
し
て
い
け
る
こ
と

は
地
域
の
商
業
を
守
る
上
で
も
大
変

重
要
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、
今
後
、

地
元
商
業
者
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
出

店
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
方
策
を
は

じ
め
、
大
型
店
の
地
域
へ
の
か
か
わ

り
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

大
型
店
と
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

　

な
お
、
出
店
を
希
望
す
る
地
元
の

商
業
者
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
支

援
し
て
い
く
。

議
員　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
本
県
の
コ
イ
養
殖
産
業
は
、

休
止
の
状
況
に
あ
り
、
関
係
漁
業
者

も
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。
コ
イ

養
殖
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

知
事　

養
殖
を
再
開
す
る
上
で
必
要

と
な
る
生
産
技
術
や
流
通
方
法
の
点

で
は
、
養
殖
を
再
開
し
て
も
再
び
大

量
へ
い
死
や
ま
ん
延
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
な
く
生
産
が
行
え
る
体
制
が

整
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
養
殖
業

者
か
ら
は
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
に

配
慮
し
、
養
殖
施
設
を
ほ
ぼ
半
減
す

る
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
と

伺
っ
て
お
り
、
コ
イ
養
殖
の
再
開
に

向
け
て
現
在
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
、

教
育
振
興
対
策
な
ど
も
質
問
）

茨
城
空
港
の
事
業
効
果
は

国
際
便
一
日
一
便
で

年
間
十
億
円
の
経
済
効
果

今
後
の
文
化
芸
術
振
興
対
策
は

地
域
の
伝
統
文
化
な
ど

文
化
芸
術
活
動
の
活
性
化
に
努
め
る


